
 

 

 

 

  

 

 

 

１月１１日に本校にも、大谷翔平選手から

のグローブが届きました。１月１６日の創立記

念集会の中で子供たちに紹介し、休み時

間、自由に使えるように、児童玄関前に置きまし

た。翌日から体育館でキャッチボールをして元気に

遊ぶ姿がたくさんみられ、子供たちも楽しみにして

いたことが分かりました。また、男の子も女の子も

学年も関係なく、みんなで遊んでいる姿は、ぜひ大

谷選手から見てもらいたいほどでした。大谷選手

からは、以下のようなメッセージもいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月１６日（火）に１２２周年の創立記念集会が行われました。始めに、各学年からの読み初

めがありました。ペアや個人で、自分達または自分が選んだ詩を堂々と発表しました。次に、

記念講話があり、私の

方からは、主な行事を

中心にした昔の袖崎小

学校の様子を左のよう

な写真で紹介しました。

明治４４年度の卒業生

や、昭和３１年の海浜
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No.１９ 

大谷選手からのグローブ寄贈 
キャッチボールしようぜ！ 

創立記念集会 

学校関係者各位 

貴校ますますご清栄の事とお喜び申し上げます。 

ロサンジェルス・エンゼルス・オブ・アナハイムのメジャーリーガー、大谷翔平です。 

この手紙は、このたび私が学校に通う子供たちが野球に興味を持ってもらうために 

立ち上げたプログラムをご紹介するためのものです。 

この３つの野球グローブは学校への寄付となります。 

それ以上に私はこのグローブが、私たちの次の世代に夢を与え、勇気づけるため 

 のシンボルとなることを望んでいます。それは、野球こそが、私が充実した人生を送る機会を与えてくれ

たスポーツだからです。 

このグローブを学校でお互いに共有し、野球を楽しんでもらうために、私からのこの個人的なメッセージ

を学校の生徒たちに伝えていただければ幸いです。 

この機会に、このグローブの寄贈をさせていただけることに感謝いたします。 

貴校の益々のご発展をお祈り申し上げます。     野球しようぜ。                    大谷翔平 



学校、同年の学芸会、

昭和４３年のスキー

大会などの写真です。

その後、５・６年生の

みなさんが「袖崎調

べ」についての発表

を行いました。 

 

  

齊藤れいさんと森蒔幸さんは、袖崎の自然や歴史について調べ

ました。自然については、種蒔桜やヒメギフチョウ、三吉スギのこと

を、歴史については、沢ノ目川と川久保川、滝津川の近くで縄文土

器や弥生土器がたくさん出てきたことや、イザベラ・バードさんが袖

崎地区を通ったときに見た鳥海山に感動したことを発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

森翔琉さんと斉藤ひなたさん、田山結仁さんは、雪室の魅力について調べました。雪室は

赤石地区にある大きな建物で、自然の力を利用した冷蔵庫のことであることや、雪を入れた

部屋から空気を循環させて米を保管し、くさらないようにしていることなどを発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 能登勇丞さんと松田紗幸さんは、湯舟沢温泉の魅力について調べました。夏には、お客さ

んにスイカをあげ喜ばれることや、料理、温泉、静岡県のお客さんから送られてきた手紙など

について発表しました。袖崎小や袖崎地区の歴史とよさを学んだ集会となりました。 


